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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】複数の出力系統毎に、表示アイテムの表示を最
適化することができる内視鏡装置を提供する。
【解決手段】内視鏡装置１は、内視鏡画像を取得する撮
像装置１１と、内視鏡画像に対して、複数項目からなる
付加情報を重畳するＯＳＤ／合成部２７ａ～ｄと、を有
する。さらに、内視鏡装置１は、ＯＳＤ／合成部２７ａ
～ｄから出力される系統を複数有し、付加情報を表示す
るか否かを系統毎かつ項目毎に設定する表示コントロー
ラ２８を有する。
【選択図】図１



(2) JP 2015-159893 A 2015.9.7

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡画像を取得する内視鏡画像取得部と、
　前記内視鏡画像に対して、複数項目からなる付加情報を重畳する付加情報重畳部と、
を有し、
　前記付加情報重畳部から出力される系統を複数有し、
　前記付加情報を表示するか否かを前記系統毎かつ前記項目毎に設定する付加情報表示設
定部をさらに有することを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記付加情報表示設定部は、前記付加情報を表示するか否かを前記系統毎、前記項目毎
、かつ、ユーザ毎に設定することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記内視鏡画像に対して前記付加情報を重畳する位置を、前記項目毎に任意の位置に設
定する付加情報重畳位置設定部と、
　前記付加情報重畳位置設定部により設定された位置に前記付加情報が付与された前記内
視鏡画像を出力する出力部と、をさらに備え、
　前記付加情報重畳位置設定部は、前記系統毎に前記付加情報の重畳位置を個別に設定す
ることを特徴とする請求項１または２に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記付加情報重畳位置設定部により設定された前記項目毎の前記付加情報を重畳する位
置を、ユーザ毎に記憶する記憶部を有することを特徴とする請求項１から３のいずれか１
つ記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　内視鏡画像を取得する内視鏡画像取得部と、
　前記内視鏡画像に対して、複数項目からなる付加情報を重畳する付加情報重畳部と、
　前記内視鏡画像に対して前記付加情報を重畳する位置を、前記項目毎に任意の位置に設
定する付加情報重畳位置設定部と、
　前記付加情報重畳位置設定部により設定された位置に前記付加情報が付与された前記内
視鏡画像を出力する出力部と、
　前記付加情報重畳位置設定部により設定された前記項目毎の前記付加情報を重畳する位
置を、ユーザ毎に記憶する記憶部と、
を有することを特徴とする内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡装置に関し、特に、内視鏡画像に重畳する付加情報を最適化して表示
する内視鏡装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、被検体の内部の被写体を撮像する内視鏡と、内視鏡により撮像された被写体の観
察画像を生成するビデオプロセッサと、ビデオプロセッサにより生成された観察画像を表
示するモニタとを備えた内視鏡装置が、医療分野及び工業分野等において広く用いられて
いる。
【０００３】
　このような内視鏡装置は、ビデオプロセッサにより生成された観察画像に、患者ＩＤや
患者名等の文字情報、インデックス表示、アイコン、及び、ＰｉｎＰ（ピクチャインピク
チャ）子画面等の表示アイテムを重畳した観察画面を生成し、モニタ上に表示する。
【０００４】
　また、例えば特許文献１には、観察画面上に表示する文字情報やＰｉｎＰ子画面の表示
のＯＮ／ＯＦＦを切り替えたり、表示位置を変更することができる内視鏡装置が開示され
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ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－２０７５２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来の内視鏡装置は、観察画面上の表示アイテムの表示位置を変え、最
適な位置に表示したり、観察画面上の表示アイテムの表示のＯＮ／ＯＦＦを切り替えて表
示することができるが、複数の出力系統毎に、個別に設定することができなかった。
【０００７】
　そこで、本発明は、複数の出力系統毎に、表示アイテムの表示を最適化することができ
る内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様の内視鏡装置は、内視鏡画像を取得する内視鏡画像取得部と、前記内視
鏡画像に対して、複数項目からなる付加情報を重畳する付加情報重畳部と、を有し、前記
付加情報重畳部から出力される系統を複数有し、前記付加情報を表示するか否かを前記系
統毎かつ前記項目毎に設定する付加情報表示設定部をさらに有する。
【０００９】
　また、本発明の他の態様の内視鏡装置は、内視鏡画像を取得する内視鏡画像取得部と、
前記内視鏡画像に対して、複数項目からなる付加情報を重畳する付加情報重畳部と、前記
内視鏡画像に対して前記付加情報を重畳する位置を、前記項目毎に任意の位置に設定する
付加情報重畳位置設定部と、前記付加情報重畳位置設定部により設定された位置に前記付
加情報が付与された前記内視鏡画像を出力する出力部と、前記付加情報重畳位置設定部に
より設定された前記項目毎の前記付加情報を重畳する位置を、ユーザ毎に記憶する記憶部
と、を有する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の内視鏡装置によれば、複数の出力系統毎に、表示アイテムの表示を最適化する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】第１の実施形態に係る内視鏡装置の構成を示す図である。
【図２】内視鏡観察画面の一例について説明するための図である。鵜３
【図３】設定記憶部２９に記憶されている設定情報の一例を説明するための図である。
【図４】設定記憶部２９に記憶されている設定情報の他の例を説明するための図である。
【図５】出力系統毎に内視鏡装置１により生成される内視鏡観察画面の例を説明するため
の図である。
【図６】出力系統毎に内視鏡装置１により生成される内視鏡観察画面の例を説明するため
の図である。
【図７】ユーザ毎に内視鏡装置１により生成される内視鏡観察画面の例を説明するための
図である。
【図８】第２の実施形態の内視鏡観察画面の例を説明するための図である。
【図９】メッセージ一覧画面の例を説明するための図である。
【図１０】複数のエラーが同時あるいは連続して発生した際のエラーメッセージ５５の画
面の例を説明するための図である。
【図１１】エラー履歴画面の例を説明するための図である。
【図１２】表示選択画面の例を説明するための図である。
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【図１３】検査オーダー一覧画面の例を説明するための図である。
【図１４】検査オーダーが選択された場合の検査オーダー一覧画面の例を説明するための
図である。
【図１５】検査オーダーを用いた検査の流れの例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。
【００１３】
（第１の実施形態）
　まず、図１を用いて第１の実施形態の内視鏡装置の構成について説明する。図１は、第
１の実施形態に係る内視鏡装置の構成を示す図である。
【００１４】
　図１に示すように、内視鏡装置１は、体腔内に挿入し患部を観察あるいは処置する内視
鏡２と、内視鏡２に照明光を供給するとともに、内視鏡２により撮像された映像信号に所
定の信号処理を施すビデオプロセッサ３とを有して構成されている。ビデオプロセッサ３
には、信号処理が施された映像を表示するモニタ４と、上記映像を記録する動画記録装置
５と、上記ビデオプロセッサ３で生成した映像を撮影しプリントするプリンタ６と、操作
指示や文字情報等の入力を行うためのキーボード７とが接続される。また、ビデオプロセ
ッサ３は、サーバ８と通信を行い、ビデオプロセッサ３で生成した画像をサーバ８に送信
したり、サーバ８に記録されている検査オーダー等の情報を受信することができる。
【００１５】
　内視鏡２は、患者の体腔内に挿入する挿入部先端に設けられた例えばＣＣＤ等の内視鏡
画像取得部としての撮像装置１１と、挿入部先端へ照明光を導くライトガイド１２と、内
視鏡２の操作を行う操作部に設けられた操作スイッチ１３と、ビデオプロセッサ３と接続
するためのコネクタ部１４に設けられた電気コネクタ１４ａとを有している。
【００１６】
　ビデオプロセッサ３は、照明光を生成する例えばランプ等の光源２１と、光源２１から
の照明光をライトガイド１２の入射端面に集光させる集光レンズ２２とを有する。また、
ビデオプロセッサ３は、内視鏡の電気コネクタ１４ａと接続されるコネクタ２３と、コネ
クタ２３を介して内視鏡２の撮像装置１１の駆動及び制御を行う例えばＣＰＵ等の制御部
２４と、コネクタ２３を介した撮像装置１１からの撮像信号に対して信号処理を施し、映
像信号を生成する映像処理回路２５と、生成された映像信号に対して、例えば、ホワイト
バランス処理等の補正処理を行う映像補正回路２６とを有する。
【００１７】
　また、ビデオプロセッサ３は、ＯＳＤ／合成部２７ａ～２７ｄと、表示コントローラ２
８と、設定記憶部２９と、映像出力コネクタ３０ａ～３０ｃと、画像データ生成部３１と
、通信コネクタ３２と、操作パネル３３と、エラー履歴記憶部３４とを有している。
【００１８】
　ＯＳＤ／合成部２７ａ～２７ｄには、映像補正回路２６により補正処理された映像信号
が入力される。付加情報重畳部及び出力部を構成するＯＳＤ／合成部２７ａ～２７ｄは、
表示コントローラ２８の制御に基づいて、入力された映像信号（内視鏡画像）に複数項目
からなる付加情報を重畳した内視鏡観察画面を生成して出力する。
【００１９】
　ＯＳＤ／合成部２７ａから出力された内視鏡観察画面は、映像出力コネクタ３０ａに接
続されたモニタ４へ出力され、表示される。また、ＯＳＤ／合成部２７ｂから出力された
内視鏡観察画面は、映像出力コネクタ３０ｂに接続された動画記録装置５へ出力され、動
画として記録される。また、ＯＳＤ／合成部２７ｃから出力された内視鏡観察画面は、映
像出力コネクタ３０ｃに接続されたプリンタ６へ出力され、プリントされる。また、ＯＳ
Ｄ／合成部２７ｄから出力された内視鏡観察画面は、画像データ生成部３１を介して、通
信コネクタ３２に接続されたサーバ８へ出力され、記録される。
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【００２０】
　ここで、ＯＳＤ／合成部２７ａ～２７ｄにより内視鏡観察画面の一例について説明する
。図２は、内視鏡観察画面の一例について説明するための図である。
【００２１】
　図２に示すように、内視鏡観察画面４０には、中央から右側にかけて、映像補正回路２
６から入力された映像信号に対応した内視鏡画像４１が配置されている。また、内視鏡画
像４１に重畳表示される複数項目なる付加情報（表示アイテム）は、患者ＩＤ４２と、患
者名４３と、性別４４と、生年月日４５と、時計４６と、ストップウォッチ４７と、撮影
枚数（プリンタ）４８と、撮影枚数（サーバ）４９と、強調レベル（構造、輪郭）５０と
、カラーモード５１と、拡大倍率５２と、コメント５３と、アイコン５４と、エラーメッ
セージ５５とである。
【００２２】
　内視鏡観察画面４０には、内視鏡画像４１が配置されていない左側の領域に、上から順
に患者ＩＤ４２と、患者名４３と、性別４４と、生年月日４５と、時計４６と、ストップ
ウォッチ４７と、撮影枚数（プリンタ）４８と、撮影枚数（サーバ）４９と、強調レベル
（構造、輪郭）５０と、カラーモード５１と、コメント５３と、エラーメッセージ５５と
が重畳表示される。なお、強調レベル５０とカラーモード５１とは、左右に隣接して配置
されている。さらに、内視鏡観察画面４０には、内視鏡画像４１が表示されていない右下
の領域に、上から順に拡大倍率５２と、アイコン５４とが重畳表示される。
【００２３】
　本実施形態では、付加情報表示設定部を構成する表示コントローラ２８がＯＳＤ／合成
部２７ａ～２７ｄを制御して、付加情報を表示するか否かを系統毎かつ項目毎に設定する
。系統毎かつ項目毎に設定するための設定情報は、設定記憶部２９に記憶されている。
【００２４】
　ここで、設定記憶部２９に記憶されている設定情報について説明する。図３は、設定記
憶部２９に記憶されている設定情報の一例を説明するための図である。
【００２５】
　図３に示す設定情報３５において、「○」は表示する項目であり、「－」は表示しない
項目である。図３に示すように、モニタ４に内視鏡観察画面４０を出力する場合、付加情
報の全ての項目を表示するように設定されている。また、動画記録装置５に内視鏡観察画
面４０を出力する場合、付加情報の項目のうち、患者ＩＤ４２、患者名４３、性別４４、
生年月日４５、時計４６、ストップウォッチ４７、強調レベル（構造、輪郭）５０、カラ
ーモード５１、拡大倍率５２、及び、コメント５３を表示し、撮影枚数（プリンタ）４８
、撮影枚数（サーバ）４９、アイコン５４、及び、エラーメッセージ５５を表示しないよ
うに設定されている。
【００２６】
　同様に、プリンタ６に内視鏡観察画面４０を出力する場合、患者ＩＤ４２、患者名４３
、時計４６、及び、撮影枚数（プリンタ）４８を表示し、他の項目を表示しないように設
定されている。また、サーバ８に内視鏡観察画面４０を出力する場合、ストップウォッチ
４７、撮影枚数（プリンタ）４８、アイコン５４、及び、エラーメッセージ５５を非表示
とし、他の項目を表示するように設定されている。
【００２７】
　表示コントローラ２８は、設定記憶部２９に記憶されている図３の設定情報３５に基づ
きＯＳＤ／合成部２７ａ～２７ｄを制御し、付加情報の表示／非表示を系統毎かつ項目毎
に設定する。
【００２８】
　例えば、プリンタ６に内視鏡観察画面４０を出力する場合、ＯＳＤ／合成部２７ｃは、
表示コントローラ２８に制御に基づき、内視鏡画像４１に患者ＩＤ４２、患者名４３、時
計４６、及び、撮影枚数（プリンタ）４８のみを重畳した内視鏡観察画面４０を生成し、
映像出力コネクタ３０ｃを介してプリンタ６に出力する。
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【００２９】
　また、本実施形態では、表示コントローラ２８がＯＳＤ／合成部２７ａ～２７ｄを制御
して、付加情報を表示するか否かを系統毎、項目毎、かつ、ユーザ毎に設定する。系統毎
項目毎、かつ、ユーザ毎に設定するための設定情報は、設定記憶部２９に記憶されている
。
【００３０】
　図４は、設定記憶部２９に記憶されている設定情報の他の例を説明するための図である
。
【００３１】
　図４の設定情報３６に示すように、例えば医師Ａのユーザでは、モニタ４に内視鏡観察
画面４０を出力する場合、付加情報の全ての項目を表示するように設定されている。これ
に対し、例えば医師Ｂのユーザでは、モニタ４に内視鏡観察画面４０を出力する場合、付
加情報の項目のうち、患者ＩＤ４２、患者名４３、性別４４、撮影枚数（プリンタ）４８
、撮影枚数（サーバ）４９、拡大倍率５２、アイコン５４、及び、エラーメッセージ５５
を表示し、生年月日４５、時計４６、ストップウォッチ４７、強調レベル（構造、輪郭）
５０、カラーモード５１、及び、コメント５３を表示しないように設定されている。他の
系統（動画記録装置５、プリンタ６、サーバ８）についても、ユーザ毎に表示／非表示の
項目が設定されている。
【００３２】
　ユーザがキーボード７または操作パネル３３を操作し、ユーザ情報を入力すると、ユー
ザ情報が制御部２４を介して表示コントローラ２８に入力される。表示コントローラ２８
は、入力されたユーザ情報に応じて図４の設定情報３６を参照し、ＯＳＤ／合成部２７ａ
～２７ｄを制御し、付加情報の表示／非表示を系統毎、項目毎、かつ、ユーザ毎に設定す
る。
【００３３】
　なお、図３及び図４の設定情報３５及び３６は、ユーザがキーボード７または操作パネ
ル３３を用いて、適宜、設定変更を行うことができる。
【００３４】
　また、付加情報重畳位置設定部としての表示コントローラ２８は、内視鏡画像４１に付
加情報を重畳する位置を、項目毎に任意の位置に設定することができる。さらに、表示コ
ントローラ２８は、内視鏡画像４１に付加情報を重畳する位置を、系統毎かつ項目毎に任
意の位置に設定することができる。また、表示コントローラ２８は、内視鏡画像４１に付
加情報を重畳する位置を、系統毎、項目毎、かつ、ユーザ毎に任意の位置に設定すること
ができる。
【００３５】
　付加情報を重畳する位置を設定するための位置情報は、設定記憶部２９に記憶される。
この位置情報は、例えば、ユーザがキーボード７または操作パネル３３を用いて、系統毎
かつ項目毎（または、系統毎、項目毎、かつ、ユーザ毎）に重畳する位置を変更し、設定
記憶部２９に記憶する。
【００３６】
　なお、表示コントローラ２８は、付加情報だけでなく、内視鏡画像４１を配置する位置
も任意の位置に設定することができる。この内視鏡画像４１の位置情報も設定記憶部２９
に記憶される。
【００３７】
　操作パネル３３及びキーボード７は、各種操作指示や文字情報の入力等を行うための入
力装置である。各種操作指示は、制御部２４に入力され、制御部２４が各種操作指示に応
じた制御を行う。また、エラー履歴記憶部３４は、エラー発生時に表示されたエラーメッ
セージの履歴を保存するためのメモリである。
【００３８】
　次に、このように構成された内視鏡装置１により生成される内視鏡観察画面について説



(7) JP 2015-159893 A 2015.9.7

10

20

30

40

50

明する。
【００３９】
　図５及び図６は、出力系統毎に内視鏡装置１により生成される内視鏡観察画面の例を説
明するための図である。
【００４０】
　図５（ａ）は、モニタ４に出力される内視鏡観察画面の一例である。表示コントローラ
２８は、内視鏡観察画面をモニタ４に出力する場合、設定記憶部２９に記憶されている設
定情報３５に基づき、付加情報の全ての項目を内視鏡画像４１に重畳するように、ＯＳＤ
／合成部２７ａを制御する。また、表示コントローラ２８は、設定記憶部２９に記憶され
ている位置情報に基づき、付加情報を任意の位置に設定するように、ＯＳＤ／合成部２７
ａを制御する。
【００４１】
　ＯＳＤ／合成部２７ａは、表示コントローラ２８の制御に基づき、付加情報を全て重畳
した内視鏡観察画面４０ａを生成する。また、ＯＳＤ／合成部２７ａは、表示コントロー
ラ２８の制御に基づき、付加情報を重畳する位置を設定する。
【００４２】
　例えば、図５（ａ）に示す内視鏡観察画面４０ａは、時計４６、ストップウォッチ４７
、撮影枚数（プリンタ）４８、撮影枚数（サーバ）４９、強調レベル（構造、輪郭）５０
、カラーモード５１、及び、コメント５３の重畳する位置が図２に示す位置より上側に設
定されている。このように生成された内視鏡観察画面４０ａは、映像出力コネクタ３０ａ
を介してモニタ４に出力され、モニタ４に表示される。
【００４３】
　図５（ｂ）は、動画記録装置５に出力される内視鏡観察画面の一例である。表示コント
ローラ２８は、内視鏡観察画面を動画記録装置５に出力する場合、設定記憶部２９に記憶
されている設定情報３５に基づき、付加情報の項目のうち、患者ＩＤ４２、患者名４３、
性別４４、生年月日４５、時計４６、ストップウォッチ４７、強調レベル（構造、輪郭）
５０、カラーモード５１、拡大倍率５２及びコメント５３を内視鏡画像４１に重畳するよ
うに、ＯＳＤ／合成部２７ｂを制御する。また、表示コントローラ２８は、設定記憶部２
９に記憶されている位置情報に基づき、これらの付加情報を任意の位置に設定するように
、ＯＳＤ／合成部２７ｂを制御する。
【００４４】
　ＯＳＤ／合成部２７ｂは、表示コントローラ２８の制御に基づき、患者ＩＤ４２、患者
名４３、性別４４、生年月日４５、時計４６、ストップウォッチ４７、強調レベル（構造
、輪郭）５０、カラーモード５１、拡大倍率５２及びコメント５３を重畳した内視鏡観察
画面４０ｂを生成する。また、ＯＳＤ／合成部２７ｂは、表示コントローラ２８の制御に
基づき、これらの付加情報を重畳する位置を設定する。
【００４５】
　例えば、図５（ｂ）に示す内視鏡観察画面４０ｂは、拡大倍率５２を重畳する位置が強
調レベル（構造、輪郭）５０の下側に設定されており、かつ、コメント５３を重畳する位
置が内視鏡観察画面４０ｂの左下に設定されている。このように生成された内視鏡観察画
面４０ｂは、映像出力コネクタ３０ｂを介して動画記録装置５に出力され、動画記録装置
５に動画として記録される。
【００４６】
　図６（ａ）は、プリンタ６に出力される内視鏡観察画面の一例である。表示コントロー
ラ２８は、内視鏡観察画面をプリンタ６に出力する場合、設定記憶部２９に記憶されてい
る設定情報３５に基づき、付加情報の項目のうち、患者ＩＤ４２、患者名４３、時計４６
、及び、撮影枚数（プリンタ）４８を内視鏡画像４１に重畳するように、ＯＳＤ／合成部
２７ｃを制御する。また、表示コントローラ２８は、設定記憶部２９に記憶されている位
置情報に基づき、これらの付加情報を任意の位置に設定するように、ＯＳＤ／合成部２７
ｃを制御する。
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【００４７】
　ＯＳＤ／合成部２７ｃは、表示コントローラ２８の制御に基づき、患者ＩＤ４２、患者
名４３、時計４６、及び、撮影枚数（プリンタ）４８を重畳した内視鏡観察画面４０ｃを
生成する。また、ＯＳＤ／合成部２７ｃは、表示コントローラ２８の制御に基づき、これ
らの付加情報を重畳する位置を設定する。
【００４８】
　例えば、図６（ａ）に示す内視鏡観察画面４０ｃは、時計４６、患者ＩＤ４２、及び、
患者名４３を重畳する位置が左上に設定され、撮影枚数（プリンタ）４８を重畳する位置
が右下に設定されている。このように生成された内視鏡観察画面４０ｃは、映像出力コネ
クタ３０ｃを介してプリンタ６に出力され、プリントされる。
【００４９】
　図６（ｂ）は、サーバ８に出力される内視鏡観察画面の一例である。表示コントローラ
２８は、内視鏡観察画面をサーバ８に出力する場合、設定記憶部２９に記憶されている設
定情報３５に基づき、付加情報の項目のうち、患者ＩＤ４２、患者名４３、性別４４、生
年月日４５、時計４６、撮影枚数（サーバ）４９、強調レベル（構造、輪郭）５０、カラ
ーモード５１、拡大倍率５２及びコメント５３を内視鏡画像４１に重畳するように、ＯＳ
Ｄ／合成部２７ｄを制御する。また、表示コントローラ２８は、設定記憶部２９に記憶さ
れている位置情報に基づき、これらの付加情報を任意の位置に設定するように、ＯＳＤ／
合成部２７ｄを制御する。
【００５０】
　ＯＳＤ／合成部２７ｄは、表示コントローラ２８の制御に基づき、患者ＩＤ４２、患者
名４３、性別４４、生年月日４５、時計４６、撮影枚数（サーバ）４９、強調レベル（構
造、輪郭）５０、カラーモード５１、拡大倍率５２及びコメント５３を重畳した内視鏡観
察画面４０ｄを生成する。また、ＯＳＤ／合成部２７ｄは、表示コントローラ２８の制御
に基づき、これらの付加情報を重畳する位置を設定する。
【００５１】
　例えば、図６（ｂ）に示す内視鏡観察画面４０ｄは、撮影枚数（サーバ）４９、患者Ｉ
Ｄ４２、患者名４３、性別４４及び生年月日４５を重畳する位置が左上に設定され、時計
４６及びコメント５３を重畳する位置が左下に設定され、強調レベル（構造、輪郭）５０
、カラーモード５１及び拡大倍率５２を重畳する位置が右下に設定されている。このよう
に生成された内視鏡観察画面４０ｄは、画像データ生成部３１及び通信コネクタ３２を介
してサーバ８に送信され、記録される。
【００５２】
　図７は、ユーザ毎に内視鏡装置１により生成される内視鏡観察画面の例を説明するため
の図である。図７（ａ）は、医師Ａの内視鏡観察画面の一例であり、図７（ｂ）は、医師
Ｂの内視鏡観察画面の一例である。
【００５３】
　図７（ａ）に示す医師Ａの内視鏡観察画面４０ｅは、付加情報を重畳する位置が図５（
ａ）の内視鏡観察画面４０ａと同じ位置になっている。
【００５４】
　一方、図７（ｂ）に示す医師Ｂの内視鏡観察画面４０ｆは、内視鏡画像４１が図７（ａ
）より中央側に配置されている。内視鏡観察画面４０ｆの左側に、時計４６、患者ＩＤ４
２、患者名４３、性別４４、生年月日４５、強調レベル（構造、輪郭）５０、カラーモー
ド５１、拡大倍率５２、コメント５３、エラーメッセージ５５が配置されている。さらに
、内視鏡観察画面４０ｆの右上にストップウォッチ４７が配置され、内視鏡観察画面４０
ｆの右下に撮影枚数（プリンタ）４８、撮影枚数（サーバ）４９及びアイコン５４が配置
されている。
【００５５】
　例えば、内視鏡観察画面４０ｆのように、内視鏡画像４１が図７（ａ）より中央側に配
置された場合、時計４６が内視鏡画像４１上に重畳されることがあるため、時計４６が内
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視鏡観察画面４０ｆの左上に配置されるようになっている。また、ユーザ毎に付加情報の
表示／非表示が設定されている場合、表示コントローラ２８は、図４の設定情報３６を参
照し、付加情報の項目毎に表示／非表示を設定する。
【００５６】
　以上のように、本実施形態の内視鏡装置１は、表示コントローラ２８と、４つのＯＳＤ
／合成部２７ａ～２７ｄとを設け、付加情報を表示するか否かを出力系統毎かつ付加情報
の項目毎に設定するようにした。この結果、出力先（モニタ４、動画記録装置５、プリン
タ６またはサーバ８）に応じて、表示する付加情報（表示アイテム）の項目を設定するこ
とができる。
【００５７】
　よって、本実施形態の内視鏡装置によれば、複数の出力系統毎に、表示アイテムの表示
を最適化することができる。
【００５８】
（第２の実施形態）
　次に、第２の実施形態について説明する。
【００５９】
　従来、モニタ等の出力表示画面を観察しながら、キーボード等の入力装置を使用して、
文字に入力を行う電子機器では、文字入力モード（例えば、ローマ字入力、カナ入力、Ca
ps Lock等）は、アイコン等を用いて出力表示画面上に常に表示していた。しかし、この
電子機器が医療用画像を診断する内視鏡装置の場合、内視鏡観察画面上に文字入力モード
等のアイコンが常に表示されていると、観察の妨げになる場合がある。そこで、本実施形
態では、キーボード等の入力装置を使用してモニタ上で文字入力を行う際に、観察の妨げ
にならずに、操作者に文字入力モードを認識させることができる内視鏡装置について説明
する。
【００６０】
　図８は、第２の実施形態の内視鏡観察画面の例を説明するための図である。ユーザがキ
ーボード７または操作パネル３３を用いて、モニタ４上で文字を入力する状態に設定する
と、設定信号が制御部２４を介して表示コントローラ２８に入力される。表示コントロー
ラ２８は、この設定信号に入力されると、内視鏡画像４１にアイコン５４を重畳するよう
に、ＯＳＤ／合成部２７ａを制御する。
【００６１】
　ＯＳＤ／合成部２７ａは、表示コントローラ２８の制御に基づき、図８に示すように、
文字入力を行う場所にカーソル６０を表示するとともに、内視鏡画像４１に文字入力モー
ドを示すアイコン５４を重畳した内視鏡観察画面４０ｇを生成する。
【００６２】
　一方、ユーザがキーボード７または操作パネル３３を用いて、モニタ４上で文字を入力
する状態を解除すると、解除信号が制御部２４を介して表示コントローラ２８に入力され
る。表示コントローラ２８は、この解除信号が入力されると、内視鏡画像４１にアイコン
５４を重畳しないように、ＯＳＤ／合成部２７ａを制御する。
【００６３】
　ＯＳＤ／合成部２７ａは、表示コントローラ２８の制御に基づき、図８に示すように、
カーソル６０を非表示にするとともに、内視鏡画像４１にアイコン５４を重畳しない内視
鏡観察画面４０ｈを生成する。
【００６４】
　以上のように、本実施形態の内視鏡装置１は、文字を入力する状態か否かに応じて、ア
イコン５４を重畳するか否かを切り替えるため、キーボード７等の入力装置を使用してモ
ニタ４上で文字入力を行う際に、観察の妨げにならずに、操作者に文字入力モードを認識
させることができる。
【００６５】
（第３の実施形態）
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　次に、第３の実施形態について説明する。
【００６６】
　ビデオプロセッサは、設定変更時やエラー発生時等、多くのタイミングで内視鏡観察画
面上にメッセージを表示している。このようなメッセージは、例えば、エラーメッセージ
５５に表示される。しかしながら、内視鏡観察画面上に表示するメッセージ領域は少ない
ため、複数のメッセージが同時に表示された場合、あるいは、連続で表示された場合、上
書きでメッセージが更新されるため、上書きされた過去のメッセージを確認することが難
しかった。そこで、本実施形態では、過去に表示されたメッセージの履歴及び内容を確認
することができる内視鏡装置について説明する。
【００６７】
　設定変更やエラーが発生すると、そのメッセージがエラーメッセージ５５に表示される
。エラーメッセージ５５にメッセージが表示されると、制御部２４は、そのメッセージ情
報（例えば、表示時間、カテゴリ、表示内容）をエラー履歴記憶部３４に記憶する。
【００６８】
　ユーザは、エラーメッセージ５５に表示された過去のメッセージの履歴を見たい場合、
キーボード７または操作パネル３３を操作し、メッセージ履歴の表示を指示すると、その
指示信号が制御部２４に入力される。制御部２４は、その指示信号が入力されると、エラ
ー履歴記憶部３４に記憶されたメッセージ情報を読み出し、表示コントローラ２８に出力
する。そして、表示コントローラ２８は、制御部２４からメッセージ情報が入力されると
、メッセージの履歴、表示内容を確認することができるメッセージ一覧画面を生成する。
【００６９】
　図９は、メッセージ一覧画面の例を説明するための図である。
【００７０】
　図９に示すように、メッセージ一覧画面６１は、メッセージが表示された表示時間、メ
ッセージのカテゴリ、及び、エラーメッセージ５５に表示された表示内容のメッセージ情
報を有し、例えば、メッセージ情報が例えば過去に表示された順に一覧で表示される。
【００７１】
　メッセージ履歴の表示を指示する指示信号が表示コントローラ２８に入力されると、Ｏ
ＳＤ／合成部２７ａは、表示コントローラ２８の制御に基づき、図９に示すメッセージ一
覧画面６１を生成し、内視鏡観察画面４０の所定に位置に重畳する。そして、メッセージ
一覧画面６１が所定の位置に重畳された内視鏡観察画面４０は、映像出力コネクタ３０ａ
を介してモニタ４に表示される。
【００７２】
　以上のように、本実施形態の内視鏡装置１は、メッセージ履歴の表示を指示する指示信
号が入力された場合、内視鏡観察画面４０にメッセージ一覧画面６１を重畳してモニタ４
に表示するため、ユーザは過去に表示されたメッセージの履歴及び内容を確認することが
できる。
【００７３】
（変形例）
　次に、第３の実施形態の変形例について説明する。
【００７４】
　従来、内視鏡観察画面上に重畳されるエラーメッセージ５５の領域が小さいため、例え
ば１つのエラー内容しか表示できなかった。このような場合に、複数のエラーが同時ある
いは連続して発生した場合、複数のエラーの内、優先度が高いエラーのエラー内容のみを
エラーメッセージ５５に表示していた。
【００７５】
　本変形例では、複数のエラーが同時あるいは連続して発生した場合、表示コントローラ
２８が複数のエラーについての情報を並列に表示するようにＯＳＤ／合成部２７ａを制御
し、エラーメッセージ５５を生成する。
【００７６】
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　図１０は、複数のエラーが同時あるいは連続して発生した際のエラーメッセージ５５の
画面の例を説明するための図である。
【００７７】
　図１０（ａ）に示すように、複数のエラーが同時あるいは連続して発生した場合、同時
あるいは連続して発生した複数のエラーのエラーコードを並列に表示する。図１０（ａ）
の例は、３つのエラーが同時あるいは連続して発生した場合を示しており、エラーコード
として、Ａ００１、Ａ０２１、及び、Ｂ００４の３つのエラーコードが表示されている。
なお、エラー内容は、３つのエラーの内、優先度が最も高いエラーのエラー内容を表示し
ている。
【００７８】
　なお、図１０（ａ）では、１つのエラー内容のみを表示しているが、表示コントローラ
２８の制御により、複数のエラー内容を表示するようにしてもよい。図１０（ｂ）は、２
つのエラー内容を表示するエラーメッセージ５５の画面の例である。図１０（ｂ）のエラ
ーメッセージ５５では、２つのエラーが同時あるいは連続して発生した場合、その２つの
エラー内容を表示する。
【００７９】
　一方、３つ以上のエラーが同時あるいは連続して発生した場合、エラーメッセージ５５
の画面の中央の下側に、エラー履歴画面を表示するためのエラー履歴画面ボタン６２を表
示する。ユーザがキーボード７または操作パネル３３を操作して、エラー履歴画面ボタン
６２を押下すると、表示コントローラ２８の制御により、同時あるいは連続して発生した
３つ以上のエラー内容を確認するためのエラー履歴画面が内視鏡観察画面４０に重畳され
る。
【００８０】
　図１１は、エラー履歴画面の例を説明するための図である。図１１に示すエラー履歴画
面６３は、４つのエラーが同時あるいは連続して発生した場合に内視鏡観察画面４０に重
畳される画面であり、４つのエラーの発生した日時、エラーコード及びエラー内容が表示
されている。また、エラー履歴画面６３の中央の下側には、送信ボタン６４が設けられて
いる。この送信ボタン６４は、エラー履歴画面６３に表示されているエラーコード及びエ
ラー内容をコールセンターに送信するためのボタンである。
【００８１】
　送信ボタン６４が押下されると、エラーコード及びエラー内容が通信コネクタ３２を介
して図示しないコールセンターに送信され、コールセンターからエラーに対する対応指示
が通信コネクタ３２を介して制御部２４に送信される。このエラーに対する対応指示は、
表示コントローラ２８に出力され、表示コントローラ２８の制御により、モニタ４に表示
される。
【００８２】
　従来、ユーザは、エラーが発生した場合、エラーを解消するために、エラーメッセージ
５５に表示されているエラーコード及びエラー内容をコールセンターに伝え、エラーの問
い合わせを行っている。この問い合わせは、例えば、メールや電話等で行われており、手
間がかかっていた。
【００８３】
　これに対し、ユーザがエラーの問い合わせを行う場合、キーボード７または操作パネル
３３を操作して送信ボタン６４を押下することで、エラー履歴画面６３に表示されている
エラーコード及びエラー内容がコールセンターに送信されるため、問い合わせの手間を省
くことができる。
【００８４】
　以上のように、変形例の内視鏡装置１は、複数のエラーが同時あるいは連続して発生し
た場合に全てのエラー内容を内視鏡観察画面４０に表示することができるため、ユーザは
、複数のエラーが同時に発生した場合に、全てのエラー内容を確認することができる。
【００８５】
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（第４の実施形態）
　次に、第４の実施形態について説明する。
【００８６】
　従来、設定変更時やエラー発生時等にメッセージが表示されるが、リスクマネジメント
上、表示しなくても影響がないメッセージも存在する。そこで、本実施形態では、設定変
更時やエラー発生時に報知されるメッセージの表示／非表示を選択することができる内視
鏡装置について説明する。
【００８７】
　ユーザがキーボード７または操作パネル３３を操作して、メッセージの表示／非表示を
選択する指示を行うと、その指示信号が制御部２４を介して表示コントローラ２８に入力
される。表示コントローラ２８は、その指示信号が入力されると、メッセージの表示／非
表示を選択するための表示選択画面を生成するように、ＯＳＤ／合成部２７ａを制御する
。ＯＳＤ／合成部２７ａは、表示コントローラ２８の制御に基づき、メッセージの表示／
非表示を選択するための表示選択画面を生成する。
【００８８】
　図１２は、表示選択画面の例を説明するための図である。
【００８９】
　図１２に示すように、表示選択画面６５には、メッセージの表示／非表示を選択するた
めのチェックボックス６６ａ～６６ｅが設けられており、これらのチェックボックス６６
ａ～６６ｅに隣接してメッセージの内容が表示されている。ユーザはチェックボックス６
６ａ～６６ｅをチェックすることにより、メッセージの表示／非表示を選択する。図１２
の例では、○○機器未接続、及び、△△機器未接続のメッセージが表示となり、□□機器
未接続、××モードＡ切替完了、及び、××モードＢ切替完了のメッセージが非表示とな
っている。
【００９０】
　例えば、動画記録装置５の電源がＯＦＦの状態で、動画を記録しようとすると、動画記
録装置５が未接続であるというエラーメッセージが報知される。しかしながら、このよう
なエラーメッセージは、リスクマネジメント上、表示しなくても影響がないエラーメッセ
ージであり、ユーザは、表示選択画面６５を用いて、このようなエラーメッセージの表示
をＯＦＦにすることができる。
【００９１】
　以上のように、本実施形態の内視鏡装置１は、表示選択画面６５を用いて、設定変更時
やエラー発生時に報知されるメッセージの表示／非表示を選択することができる。
【００９２】
（第５の実施形態）
　次に、第５の実施形態について説明する。
【００９３】
　従来のビデオプロセッサは、入力された患者ＩＤ情報を基に、サーバに登録された該当
患者ＩＤに対する検査オーダーを検索することができ、検索された検査オーダー情報を用
いて内視鏡観察画面上への患者情報の表示、該当検査オーダーへの検査画像の紐付け記録
を行っていた。
【００９４】
　ここで、検査中のスコープ交換等の際に、誤って検査終了操作をしてしまった場合、検
査を再開するために患者ＩＤ情報を再入力すると、先の検査オーダーは終了扱いとなって
いるため、新規の検査オーダーとして検査画像が記録されることになる。しかしながら、
同じ患者に対して同日に複数の検査オーダーが登録されていた場合には、患者ＩＤ情報の
再入力に伴う検索で残った未実施の検査オーダーが検索されてしまい、検査画像が別の検
査オーダーに紐付いて記録されてしまうという問題がった。そこで、本実施形態では、検
査画像を間違った検査オーダーに紐付けずに記録することを防ぐことができる内視鏡装置
について説明する。
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【００９５】
　図１のサーバ８は、検査オーダー管理部８ｂ及び検査画像管理部８ｃを備えている。検
査オーダー管理部８ｂには、患者ＩＤ毎に検査オーダーが管理されている。ユーザは、キ
ーボード７あるいは操作パネル３３を用いて患者ＩＤを入力すると、サーバ８の検査オー
ダー管理部８ｂから該当する患者ＩＤの検査オーダー一覧を読み出すことができる。この
検査オーダー一覧は、通信コネクタ８ａ、通信コネクタ３２及び制御部２４を介して表示
コントローラ２８に入力される。
【００９６】
　図１３は、検査オーダー一覧画面の例を説明するための図である。
【００９７】
　表示コントローラ２８は、図１３（ａ）に示すように、登録済みの検査オーダー７１ａ
に、架空の検査オーダー７２ａを加えた検査オーダー一覧画面７０ａを生成する。この架
空の検査オーダー７２ａは、検査画像を登録済みの検査オーダー７１に紐付けずに記録す
るためものであり、画像のみ検査するための検査オーダーである。
【００９８】
　また、図１３（ｂ）の検査オーダー一覧画面７０ｂは、２つの登録済みの検査オーダー
７１ａ及び７１ｂが存在する場合を示しており、登録済みの検査オーダー７１ｂの下に架
空の検査オーダー７２ａが加えられている。
【００９９】
　ユーザは、例えば、図１３（ａ）の検査オーダー一覧画面７０ａにおいて、検査オーダ
ーに検査画像を紐付けて記録する場合、登録済みの検査オーダー７１ａを選択し、検査オ
ーダーに検査画像を紐付けずに記録する場合、架空の検査オーダー７２ａを選択する。
【０１００】
　図１４は、検査オーダーが選択された場合の検査オーダー一覧画面の例を説明するため
の図である。
【０１０１】
　図１４（ａ）は、図１３（ａ）の登録済みの検査オーダー７１ａが選択された際の検査
オーダー一覧画面７０ａであり、種別が検査オーダー７１ａに登録されている「内視鏡検
査（上部）その１」となっている確認画面７３ａが表示される。また、この確認画面７３
ａでは、患者情報（患者名、性別、生年月日）が表示される。
【０１０２】
　一方、図１４（ｂ）は、図１３（ａ）の架空の検査オーダー７２ａが選択された際の検
査オーダー一覧画面７０ａであり、種別が検査オーダー７２ａに登録されている「画像の
み検査（オーダーには紐付きません）」となっている確認画面７３ｂが表示される。また
、この確認画面７３ｂでは、患者情報が表示されない。
【０１０３】
　なお、本実施形態では、登録済みの検査オーダー７１ａに架空の検査オーダー７２ａを
加えて表示するか否かを設定できるようにしてもよい。架空の検査オーダー７２ａを加え
て表示しない設定の場合、検査オーダー一覧画面７０ａでは、登録済みの検査オーダー７
１ａのみが表示され、検査オーダー一覧画面７０ｂでは、登録済みの検査オーダー７１ａ
及び７１ｂのみが表示される。
【０１０４】
　ここで、検査オーダーを用いた検査の流れについて説明する。図１５は、検査オーダー
を用いた検査の流れの例を示すフローチャートである。
【０１０５】
　まず、患者ＩＤが入力され（ステップＳ１）、オーダー検索が行われる（ステップＳ２
）。患者ＩＤの入力は、例えば、モニタ４上に表示される内視鏡観察画面４０、キーボー
ド７、または、操作パネル３３で行われ、検査オーダー管理部８ｂでオーダー検索が行わ
れる。
【０１０６】
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　次に、検査オーダーが何件登録されているかが判定される（ステップＳ３）。検査オー
ダーが１件登録されている場合、図１３（ａ）の検査オーダー一覧画面７０ａが表示され
る（ステップＳ４）。一方、検査オーダーが複数登録されている場合、図１３（ｂ）の検
査オーダー一覧画面７０ｂが表示される（ステップＳ５）。
【０１０７】
　次に、どの検査オーダーが選択されたかが判定される（ステップＳ６）。登録済みの検
査オーダーが選択された場合、図１４（ａ）の検査オーダー一覧画面７０ａが表示され（
ステップＳ７）、画面に患者情報が表示される（ステップＳ８）。最後に、検査画像が検
査オーダー（登録済みの検査オーダー）に紐付けて登録され（ステップＳ９）、処理を終
了する。
【０１０８】
　一方、架空の検査オーダーが選択された場合、図１４（ｂ）の検査オーダー一覧画面７
０ａが表示され（ステップＳ１０）、画面に患者情報が表示されない（ステップＳ１１）
。最後に、検査画像が画像のみ検査（すなわち、検査画像が検査オーダーに紐付けられな
い）として登録され（ステップＳ１１）、処理を終了する。なお、図１５の処理で登録さ
れた検査画像は、サーバ８に送信され、検査画像管理部８ｃに記録される。
【０１０９】
　以上の処理によれば、登録済みの検査オーダー７１ａに検査画像を紐付けずに登録する
ことが可能となり、検査画像を誤った検査オーダーに紐付けて登録（記録）することを防
ぐことができる。
【０１１０】
　なお、本明細書におけるフローチャート中の各ステップは、その性質に反しない限り、
実行順序を変更し、複数同時に実行し、あるいは実行毎に異なった順序で実行してもよい
。
【０１１１】
　本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範囲
において、種々の変更、改変等が可能である。
【符号の説明】
【０１１２】
１…内視鏡装置、２…内視鏡、３…ビデオプロセッサ、４…モニタ、５…動画記録装置、
６…プリンタ、７…キーボード、８…サーバ、１１…撮像装置、１２…ライトガイド、１
３…操作スイッチ、１４…コネクタ、１４ａ…電気コネクタ、２１…光源、２２ａ…レン
ズ、２３…コネクタ、２４…制御部、２５…映像処理回路、２６…映像補正回路、２７ａ
～２７ｄ…ＯＳＤ／合成部、２８…表示コントローラ、２９…設定記憶部、３０ａ～３０
ｃ…映像出力コネクタ、３１…画像データ生成部、３２…通信コネクタ、３３…操作パネ
ル、３４…エラー履歴記憶部。
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摘要(译)

解决的问题：提供一种内窥镜装置，该内窥镜装置能够针对多个输出系
统的每一个优化显示项目的显示。 内窥镜装置（1）包括获取内窥镜图
像的成像装置（11）和将由多个项目组成的附加信息叠加在内窥镜图像
上的OSD /组合单元（27a-d）。 有。 此外，内窥镜装置1具有从OSD /
合成单元27a至27d输出的多个系统，并且具有显示控制器28，其设置是
否显示针对每个系统和针对每个项目的附加信息。 [选型图]图1
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